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第4回委託事業委員会

２０２６年２月２7日

飯箸泰宏

AI100年時代の情報教育（4）

システム開発は変わる。

育てるべき人材も変わる。

Illustrated by Iihashi with MS-Designer.Illustrated by Iihashi with MS-Designer.



自己紹介
ある時は教師、ある時はペンの人。その実態はシステム屋の親方。

<概要>
グローバル情報キャリア学院講師 / 清風情報工科学院特任講師（兼 顧問） / 一般社団法人協創型情報空間研究所 代表理
事 / 元株式会社サイエンスハウス代表取締役 37年（現会長）
元科学ジャーナリスト 10年 / 大学等講師 44年 ／ 1946年生まれ=78歳

<所属学会・研究会>
情報コミュニケーション学会 ／ 情報処理学会 ／ SH情報文化研究会（主催） ／ SIGEDU ほか

<教育経験> ※教え子の総数8,500人超
清風情報工科学院顧問&特任講師 / グローバル情報キャリア学院 / 駿台電算機専門学校 / 日本電子技術専門学校など
中小企業大学校（通産省・経産省傘下、両系の講師=技術系・経営系）
大正大学(国際文化) / 明治大学(法・農・情コミ) / 法政大学(工) / 武蔵野美術大学(デザイン情報) / 慶応大学(SFC 
& 商) / 国士舘大学(理工) / 早稲田大学（教育・院）

<学歴>
都立足立高校（ビートたけしと同級生）
東京大学理学部化学科卒
東京大学理学部情報科学科研究生修了

<経営経験>
経営 各種システムハウス、出版社、電算印刷業、データエントリ業、自動車教習所ほかの代表取締役・社長
顧問 化粧品メーカー、映像制作会社、ファッションWEB販売業、医療機器販売業、社会的企業、IT企業、半導体設計会社

ほかの顧問
<主な業績>

ラスタ・ベクタ変換（特許）、世界初フレーム型人工知能システムの開発、精密誘導アルゴリズム開発、世界初MMLシステム、
  日本初乗用車の自動運転システムほかの開発、電力館展示コンサルタントなど。
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1. 労働の人類史的転換
人類の歴史は流れる川のごとし、、、。
いつの世も転換点でした。

今も大きな転換点を通過しつつあります。
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2. システム開発は変わる。
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プロジェクトマネージメント
→ プロダクトマネージメントへ

AIエージェントと人の協同作業に。

飯箸流SDLCと
その他のSDLC
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3. システム技術者の消長
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4.非労働者をセルフガバナーへ/日本

非労働者は失業者？ 家畜？ 原始人ヘ？
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4.非労働者をセルフガバナーへ/日本

非労働者は失業者？ 家畜？ 原始人ヘ？

提唱されている主な救済策:
ベーシックインカム（BI）、市民の善意、狩猟採集・農耕（自給自足）
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人々は家畜の人生を送るのか？ 乞食になるのか？ 原始人生活？
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5. システム技術が生きる世界
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6. AIフォアマンなどのアシスタント職
を教育目標にしない理由
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人生100年時代です。
例えば、学校を卒業後、AIフォアマンに
なった者は99%が、30歳代半ばで職を失う
ことになる。
SPMになれる確率は1%にも満たないだろう。
分かり切っているのに、学生を行き止まり
の道に誘うのは、教育者としての誠意に欠
けると思う。
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7. カリキュラム案（未精査）
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第一案
二つ学科を用意する。
①SPM等専門職を育成する学科
②他職種にいてトイプログラムを自作する人のた
めの学科

第二案
SPM等専門職とはいえ経営が分からなくては仕事が
できない。
一つの学科にして、1年次は共通科目として、2年
次以降は専門科目を選択できるものとする。

図6-2
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未精査です。
あとは平岡校長にお任せ
するか、
次年度精査するか、、、。
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終わり
ご清聴ありがとうございました。



補足: 「ヒトの究極の目的」の確信
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